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五64．
は
誇
妬
す
す
す

わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史にIi
ぐくまれた我孫子の市民です。
＄溌儲蕊墹駒敵化都市をめ雪吏罷緊雲
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民惑章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにしまT
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにしま了
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにしま了
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで賭しあいきまりを守り明るいあびこにします

我孫子市役所秘書室広報広聴課
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医
療
技
術
の
高
度
化
や
加
入
者

の
高
齢
化
、
成
人
病
な
ど
慢
性
疾

病
の
増
加
に
よ
り
、
国
民
健
康
保

険
事
業
か
ら
医
療
機
関
な
ど
へ
支

払
わ
れ
る
医
療
費
は
、
年
々
増
加

の
一
途
を
た
ど
り
、
国
民
健
康
保

険
事
業
会
計
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
国
民
健
康
保
険
事
業
の

運
営
財
源
に
つ
い
て
、
保
険
税
の

収
納
率
の
向
上
に
努
め
る
な
ど
極

力
自
己
調
達
を
図
る
一
方
、
増
加

す
る
医
療
饗
の
支
払
い
に
対
す
る

財
源
不
足
に
つ
い
て
は
、
一
般
会

計
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
財
政
調

整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
を
充
て
る

こ
と
で
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
景
気
の
低
迷
な
ど
に

平成8年第1回 ＊

国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
が
変
わ
り
ま
す

I会終わる

▼国民健康保険税率 よ
り
、
市
税
等
の
収
入
は
伸
び
悩

み
、
こ
れ
以
上
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
国

民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
制
度
に

加
入
し
て
い
る
約
７
割
の
市
民
の

方
と
の
、
税
負
担
の
公
平
性
か
ら

新
年
度
予
算
な
ど
躯
議
案
を
可
決

①
所
得
割
額

②
資
産
割
額

③
均
等
割
額

（
１
人
あ
た
り
）

課
税
限
度
額

課
税
額

④
平
等
割
額

Ｔ
世
帯
あ
た
り
）

条
例
案
な
ど
、
弧
議
案
を
審
議
し
た
平
成
８
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
は
、
３
月
５
日
開
催
さ
れ
、

市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
お
よ
び
平
成
８
年
度
市
水
道
事
業
会
計
予
算

案
を
除
く
亜
議
案
を
可
決
し
、
３
月
型
日
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
８
年
度
市
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
予
算
案
や
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

改
正
前１

６
．
３
訂

８
４
０
０
円

８
４
０
０
円

①
＋
②
＋
③
＋
④
の
合
計
額

即
万
円

26

許

囹
市
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
制
定
財
政
事
情
を
勘

案
し
、
市
長
、
助
役
、
収
入
役
、

水
道
事
業
管
理
者
お
よ
び
教
育
長

の
給
与
の
減
額
を
す
る
た
め

画
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及

び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
新
た
に

職
員
の
失
職
の
特
例
に
つ
い
て
定

め
る
た
め

囹
市
職
員
の
蛍
じ
ゆ
つ
金
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

み
て
も
限
界
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
国
民
健

康
保
険
事
業
の
安
定
化
を
図
る
た

め
、
や
む
を
得
ず
、
本
年
４
月
１

日
か
ら
保
険
税
の
税
率
を
、
左
表

の
と
お
り
改
め
る
こ
と
に
な
り
ま

《
可
決
さ
れ
た
議
案
》

１
万
８
０
０
円

改
正
後’ぜ

７
．
４
粍
罰

９
６
０
０
円

団
万
円

20

許

の
制
定
職
員
が
公
務
に
よ
り
障

害
者
と
な
り
、
ま
た
は
死
亡
し
た

場
合
に
支
給
す
る
賞
じ
ゅ
つ
金
の

額
を
増
額
す
る
た
め

圏
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
（
４
面
に

別
掲
）

圏
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

の
変
更
に
関
す
る
協
議

圏
県
市
町
村
公
平
委
員
会
共
同
設

置
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

囹
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

（
左
記
に
掲
載
）

し
た
。特
に
、
今
回
の
税
率
改
正
で
は

低
所
得
者
世
帯
に
配
慮
す
る
た
め

全
体
の
税
額
に
対
す
る
応
益
割
合

（
均
等
割
額
・
平
等
割
額
）
を
、

近
隣
市
で
一
番
低
い
娼
・
５
パ
ー

セ
ン
ト
に
押
き
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
８
年
度
分
の
納
税

通
知
書
に
つ
い
て
は
、
６
月
中
旬

に
発
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
加
入

者
の
皆
ざ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

加
入
の
手
続
き

は
速
や
か
に

国
民
健
康
保
険
税
は
、
被
保
険

者
と
な
っ
た
月
か
ら
計
算
さ
れ
ま

す
。
被
保
険
者
と
な
っ
た
月
と
は

届
け
出
を
し
た
月
か
ら
で
な
く
、

黄
格
が
発
生
し
た
月
（
他
市
町
か

ら
転
入
し
て
き
た
日
、
あ
る
い
は

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
日
な

ど
）
か
ら
で
す
。
届
け
出
が
遅
れ

1

I

囹
市
国
民
健
康
保
険
財
政
鯛
整
基

金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
閏

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
国
民
健
康
保
険
事
業

の
健
全
運
営
に
麦
す
る
た
め
の
財

源
を
、
基
金
に
被
み
立
て
る
た
め

圏
市
国
民
年
金
印
紙
購
入
基
金
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
国
民
年
金
の
印
紙
受
け
払
い

事
務
を
円
滑
化
す
る
た
め
、
印
紙

職
入
基
金
を
増
額
す
る
た
め

圏
市
自
転
車
駐
車
場
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
我
孫
子
駅

南
口
に
新
た
に
自
転
車
駐
車
場
を

設
置
し
、
当
該
駐
車
場
の
使
用
料

の
額
を
定
め
る
と
と
も
に
、
名
称

等
を
変
更
す
る
た
め

圏
市
民
交
通
災
害
見
舞
金
支
給
条

る
と
、
査
格
が
発
生
し
た
日
ま
で

ざ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
速
や
か

に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
管
理
で

医
療
費
を
大
切
に

市
の
国
民
健
康
保
険
に
よ
る
平

成
６
年
度
の
医
療
饗
は
、
約
記
憶

４
４
０
０
万
円
で
、
平
成
５
年
度

に
比
べ
て
約
２
億
６
４
０
０
万
円

一般会計からの繰入金の推移

平成4年度

平成5年度

平成6年度

（
７
．
４
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
伸
び

と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
が

健
康
管
理
に
努
め
、
医
療
費
を
上

手
に
活
用
す
る
こ
と
が
、
保
険
税

の
値
上
げ
を
抑
制
す
る
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。

加
入
者
の
皆
さ
ん
ゞ
医
療
費
は

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
保

険
税
係
霊
（
顕
）
１
１
１
１

例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
交

通
災
害
補
侭
制
度
が
充
実
し
た
こ

と
に
伴
い
、
市
民
交
通
災
害
見
舞

金
を
廃
止
す
る
た
め

囹
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
愛
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
心
理
相
談
員
お
よ
び

学
童
保
育
指
導
員
の
報
酬
の
額
を

定
め
る
た
め

囹
市
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
設
置
及

平成7年度

平成8年度

平成8年度

固定資産税。都市

計画税の第1期納期平成9年度

び
派
遺
手
数
料
に
閏
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

国
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事

業
費
用
負
担
基
準
の
改
正
に
伴
い
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
手
数
料
を
増
額
す
る
た
め

圏
市
福
祉
手
当
支
給
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
心
身

障
害
児
、
重
度
障
害
者
及
び
ね
た

き
り
老
人
等
に
対
す
る
福
祉
手
当

を
増
額
す
る
た
め

圏
市
母
子
家
庭
等
の
医
療
費
等
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
母
子
及
び
寡

婦
福
祉
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い

医
療
費
等
の
助
成
対
象
と
な
る
児

童
の
範
囲
を
拡
大
す
る
た
め

画
市
中
小
企
業
資
金
融
資
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

蚕
金
融
寅
制
度
の
拡
充
を
図
る
た

め
、
貸
付
限
度
額
の
拡
大
及
び
貸

付
期
間
を
延
長
す
る
た
め

画
市
選
挙
公
報
発
行
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
公
職

選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
、
条
文
の

整
備
を
す
る
た
め

圏
市
識
会
議
員
及
び
市
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
公
職
選
挙
法
施

行
令
の
改
正
に
伴
い
、
選
挙
運
動

用
自
動
車
の
使
用
及
び
選
挙
運
動

用
ポ
ス
タ
ー
作
成
の
公
費
負
担
を

増
額
す
る
た
め

画
平
成
７
年
度
市
一
般
会
計
補
正

平
成
８
年
度
、
固
定
査
産
税
・

都
市
計
画
税
の
〃
第
１
期
納
期
″

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
く
地
価
の

下
落
傾
向
に
よ
り
、
税
負
担
額
増

加
の
緩
和
措
誕
と
し
て
、
国
の
地

方
税
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と

か
ら
、
例
年
よ
り
１
か
月
遅
れ
の

５
月
過
日
（
木
）
か
ら
麺
日
（
金
）
ま

で
が
、
第
１
期
納
期
限
と
な
り
ま

す
。

納
税
通
知
書
は
、
５
月
晦
日

（
水
）
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
お
間

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

1

予
算
（
第
４
号
）

園
平
成
７
年
度
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

巨
言
）

園
平
成
７
年
度
市
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

亘
舂
）

囮
平
成
７
年
度
市
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

囮
平
成
７
年
度
市
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

園
平
成
７
年
度
市
公
共
用
地
取
得

率
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

亘
言
）

囮
平
成
７
年
度
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

画
平
成
８
年
度
市
一
般
会
計
予
算

（
２
面
に
掲
載
）

囮
平
成
８
年
度
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算

囮
平
成
８
年
度
市
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
予
算

圏
平
成
８
年
度
市
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算

圏
平
成
８
年
度
市
手
黄
沼
浄
化
事

業
特
別
会
計
予
算

画
平
成
８
年
度
市
老
人
保
健
特
別

会
計
予
算

国
平
成
８
年
度
市
公
共
用
地
取
得

事
業
特
別
会
計
予
算

〈
否
決
謹
案
〉

囹
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

画
平
成
８
年
度
市
水
道
事
業
会
計

予
算 違

え
の
な
い
よ
う
納
期
限
内
で

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
第
１
期
以
降
の
固
定

査
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納
期

限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊
第
２
期
…
７
月
虹
日
（
水
）

＊
第
３
期
…
哩
月
妬
日
（
水
）

＊
第
４
期
…
平
成
９
年
２
月
記

日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
課
税
課
税
政

係
實
郡
）
１
１
１
１
内
線
３
３

８

I ’
－

－

下総基地の米軍機使用絶対反対



■ 録び 1996.4.16(2)
一
》潮23号

１
１

平 成8年度

藷蕊比)の積極型予算腿両側 予算
|福祉事業を積極的に推進〃 特集

邑
写

|i
l1 レー職念計q

2馴億6000万円

平
成
８
年
度
当
初
予
算
は
、
３
月
市
議
会
定
例
会
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。
予
算
の
概
要
は
一

般
会
計
が
２
８
１
億
６
０
０
０
万
円
（
対
前
年
度
比
２
．
２
笥
増
）
と
、
行
政
改
革
を
前
に
し
て
、

種
極
型
の
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
６
つ
の
特

別
会
計
の
合
計
は
、
１
５
０
億
７
４
０
２
万
３
０
０
０
円
（
同
侶
・
７
誹
増
）
と
な
り
、
以
上
を

合
計
し
だ
市
の
予
算
総
額
は
４
３
２
億
３
４
０
２
万
３
０
０
０
円
（
同
５
．
９
誹
増
）
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
８
年
度
は
第
５
期
実
施
計
画
の
２
年
目
に
あ
た
り
、
予
算
編
成
は
実
施
計
画
の
計
上

事
業
を
中
心
に
緑
地
保
全
雲
業
、
福
祉
事
業
、
震
災
対
策
事
業
な
ど
を
含
め
て
、
効
果
的
な
財
源

配
分
を
行
い
ま
し
だ
。
Ⅱ
問
い
合
わ
せ
財
政
課
Ⅱ

慌
出

樹
仙

目
的
別
に
み
た
一
般
会
計
の
歳

出
内
訳
は
、
土
木
費
が
全
歳
出
の

迦
・
５
計
を
占
め
、
ト
ッ
プ
と
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
然
環
境
を
保
全
す

る
目
的
で
取
得
す
る
古
利
根
沼
周

辺
の
土
地
や
岡
発
戸
市
民
の
森
の

用
地
取
得
の
た
め
の
も
の
で
、
前

年
度
に
比
べ
て
迩
・
３
計
増
額
し

て
い
ま
す
。

市税

183"649万円

（＋1.3％）

土木殻
60億6701万円

（＋15.3％） ’9万円

％）
７
５
６
１
億
十
０
く
６

予
算
“
使
い
み
ち

－

民生費
51億9901万円
（＋49％）

『

1

|般&&

会
計

カッコ内

(1万円末

対
は
け前年度比
ま四捨五入）

は
総務費

50億7870万円

（-4.4％） 蔦遜迦
二
百(-2.5％）

次
に
、
民
生
費
が
超
・
５
許
と

前
年
度
に
比
べ
４
．
９
許
の
増
額

と
な
り
、
学
童
保
育
事
業
の
公
営

化
や
在
宅
介
謹
支
援
事
業
な
ど
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
の
も
の

で
す
。ま

た
、
今
年
度
は
、
既
設
炉
改

造
整
備
事
業
費
が
大
幅
に
減
少
し

た
た
め
、
衛
生
費
は
哩
・
０
許
の

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

韓
⑨

華

歳
出

1し1し1し1し

轌糊円入
30"9631万円

（-12.0％）

【

8億8725万円

（＋5.6％）
楓
悶
隅

秒秒秒

識
予

一
馬馬

蕊懲
肺
‐
識

8億1100万円

（＋27％）
交
付
税

手
数
料ｉ

ゲ
2億9846万円（＋1.9％）

1億円（＋3.7％）

7億1555万円

(-1.2％） 盃
木
費
不

都
市
改
造
事
業
、
公
悶
の
整
備
、

排
水
対
策
、
道
路
の
維
持
補
修
な

ど
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

都
市
施
設
整
備
や
環
境
整
術
事
業

を
中
心
と
し
た
建
設
事
業
強
に
支

出
き
れ
ま
す
。

＊
我
孫
子
駅
南
北
都
市
改
造
事
業

巧
億
３
０
５
７
万
円

我
孫
子
駅
南
北
都
市

改
造
事
業
の
推
進

土
木
費

1

’5億円(0.0%)

4億7866万円（＋1.1％）

4"6000万円(-8.0%)

4億3748万円（＋3.9％）

2億円（－4．8％）

謹蘂燭1

急E唾 事弱霧王
＊

教
育
委
員
会
を
中
心
と
す
る
予

算
で
小
・
中
学
校
の
維
持
・
運

営
、
社
会
教
育
、
公
民
館
、
文
化
．

布
佐
中
学
校
の

給
食
施
設
を
整
備

企
画
調
整
事
務
、
財
務
・
財
産

管
理
事
務
、
戸
籍
、
課
税
、
収
税
、

選
挙
等
主
に
市
の
管
理
的
業
務
を

行
う
経
識
な
ど
に
支
出
さ
れ
ま
す
。

＊
人
と
鳥
が
共
存
す
る
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
５
０
０
万
円

篇
劉
匂
雲
曲

人
と
鳥
が
共
存
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進

福
祉
総
合
計
画

事
業
の
具
体
化

総
合
的
な
社
会
福
祉
の
充
実
を

図
り
、
必
要
な
援
謹
を
行
う
た
め

に
支
出
さ
れ
ま
す
。

＊
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出

金
３
億
３
３
４
７
万
円

＊
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金

２
億
８
９
０
０
万
円

＊
デ
イ
。
サ
ー
ビ
ス
事
業
１
億

１
５
３
６
万
円

＊
私
立
保
育
園
運
営
喪
補
助
事
業

１
億
３
０
２
１
万
円

＊
古
利
根
沼
周
辺
保
全
対
策
推
進

事
業
３
億
１
２
０
８
万
円

＊
市
営
住
宅
建
設
事
業
２
億
６

４
７
３
万
円

＊
道
路
維
持
補
修
事
業
２
億
３

０
０
０
万
円

＊
北
部
地
区
雨
水
排
水
対
策
事
業

２
億
１
１
４
２
万
円

＊
新
木
駅
南
側
土
地
区
画
整
理
助

成
金
交
付
事
業
１
億
２
８
８
０

万
円
＊
根
戸
船
戸
緑
地
整
備
事
業
１

億
３
１
２
万
円

＊
市
民
の
森
整
備
事
業
１
億
１

６
４
万
円

賛

＊

都
市
型
農
業
の

確
立
を
目
指
す

腱
業
・
水
産
業
の
基
盤
整
備
や

近
代
化
な
ど
を
行
う
た
め
の
経
費

に
支
出
さ
れ
ま
す
。

＊
農
家
台
帳
電
算
化
事
業
３
６

衛
生
的
で
健
康
な
生
活
環
境
の

維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
の
清
掃

事
業
、
公
害
対
策
事
業
水
質
の

浄
化
な
ど
市
民
生
活
に
直
結
し
た

経
識
に
支
出
さ
れ
ま
す
。

＊
既
設
炉
改
造
整
備
事
業
２
億

７
８
８
０
万
円

＊
資
源
化
事
業
２
億
６
７
１
５

万
円
＊
古
利
根
沼
水
質
浄
化
対
策
事
業

２
億
２
７
６
２
万
円

＊
灰
溶
融
炉
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

１
億
８
５
４
１
万
円

＊
成
人
健
康
診
査
事
業
１
億
２

１
３
４
万
円

：
四
万
十
川
方
式
で
古

利
根
沼
の
水
を
浄
化

保
健
体
育
事
業
等
に
支
出
さ
れ
ま

す
。＊

中
学
校
給
食
施
設
設
備
整
備
事

業
１
億
５
６
１
４
万
円

＊
小
・
中
学
校
災
害
対
策
事
業

６
３
５
５
万
円

＊
学
童
保
育
振
興
事
業
５
４
７

５
万
円

＊
ぷ
る
さ
と
手
賀
沼
」
改
訂
事

業
８
７
４
万
円

I自塁層
ー

豊
豊割

F

防
火
対
策
、
救
急
業
務
へ
危
険

物
の
取
り
締
ま
り
を
は
じ
め
、
災

害
な
ど
か
ら
市
民
の
生
命
と
財
産

－－－

商
工
業
の
振

興
の
た
め
に

商
業
や
エ
業
、
観
光
の
振
興
、

消
費
生
活
の
た
め
の
経
蟹
に
支
出

さ
れ
ま
す
。

暦
搦
圏
畑
翻

救
助
工
作
車
。
救
急
自
動

車
を
高
機
能
車
に
交
換

２
万
円

＊
地
元
産
米
消
費
拡
大
事
業
３

５
９
万
円 市民の負担状況

防

鼠編
■

羽
万
８
２
５
５
円

人口124,892世滞数43,035
（平成8年4月1日現在）

門1世諾当たり

r司1人当たり

13431
万万万万
6－5－21
7052

「AFA．
82
円9

円

固定資産税都市計画税

市民の生命色駐産ぞ守哉

市
民
の
声

を

反
映

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
市
長
が
提
案
す
る
条
例

や
予
算
、
決
算
な
ど
を
審
査
す
る

議
会
活
動
の
た
め
の
経
識
に
支
出

さ
れ
ま
す
。

倫
函
間
圓
費
、
‐

市
俄
（
市
が
黄
金
調
達
の
た
め

に
発
行
す
る
侭
務
証
券
）
の
償
還

元
利
金
の
支
払
い
な
ど
の
経
費
に

支
出
さ
れ
ま
す
。

＊
記
憶
７
３
万
円

住
民
税
減
税
補
て
ん
債

の
利
子
負
担
で
増
額

霞
溶
閏
闇
沁
朋

を
守
る
た
め
の
経
識
に
支
出
さ
れ

ま
す
。

＊
救
助
エ
作
車
。
救
急
自
動
車
購

入
８
２
０
８
万
円

＊
分
団
小
型
ポ
ン
プ
付
き
稲
載
車

購
入
２
５
６
０
万
円

＊
防
火
水
槽
設
置
事
業
１
５
６

８
万
円

＊
消
防
緊
急
通
信
指
令
施
設
整
備

事
業
３
７
３
万
円

－

４
万
５
０
２
９
円

Ｆ
１
‐
１
１
１

－７
万
８
６
５
０
円

一

廻
万
６
７
８
円

会

市民税(個人）

－
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計会精 別 予算総額
酉

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－
一
一

総額で日0億フ40巳万円
Ⅷ緑地保全。トー対前年度比13.7%増

nF

認蹄職，
財
源
は
、
支
払
基
金
交
付
金
、

国
・
県
支
出
金
竜
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
な
ど
で
、
老
人
保
健
法

に
基
づ
く
医
療
給
付
費
の
支
払
い

が
主
な
事
業
で
す
。

予
算
額
は
、
記
憶
３
０
０
万
円

（
四
・
７
軒
雪
を
計
上
し
て
い

ま
す
。財

源
は
、
国
民
健
康
保
険
税
、

国
庫
支
出
金
な
ど
で
賄
わ
れ
、
被

保
険
者
の
疾
病
、
負
傷
、
出
産
、

死
亡
な
ど
の
給
付
事
業
や
老
人
保

健
拠
出
金
等
に
娼
億
５
８
０
０
万

老
人
保
健

国
民
健
康

保
険
事
業

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
、
｜
般
会
計
と

は
別
に
設
け
た
会
計
を
い
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
６
会
計
の

総
額
で
、
前
年
度
比
偲
・
７
誹
増
の
１
５
０
億
７
４
０
２
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
（
カ
ッ
コ
内
は
対
前
年
度
比
）

｡

い

；
聯 凸

蕊
【国

空

円
（
６
．
１
計
増
）
を
計
上
し
て

い
ま
す
。土
地
区
画

整
理
事
業

財
源
は
、
主
に
保
留
地
処
分
金

で
賄
わ
れ
、
天
王
台
、
柴
崎
地
区

の
２
事
業
に
７
億
９
６
０
０
万
円

罰
・
１
箭
増
）
を
計
上
し
て
い

ま
す
。公
共
用
地

取
得
事
業

平
成
６
年
度
に
取
得
し
た
我
孫

子
駅
南
口
第
３
自
転
車
駐
車
場
の

用
地
費
に
あ
て
た
市
債
の
利
子
と

し
て
、
５
０
０
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
財
源
は
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
で
す
。

i難
蕊

一・m:~画

11

や

雲

ミ
昌一

全
萢

も
鰍=謡

亀

一
《

茸＆

吟一

唾 ’
■

一

市
の
予
算
の
基
本
と
な
る
一
般

会
計
予
算
の
歳
入
に
つ
い
て
は
、

主
要
財
源
と
な
る
市
税
が
、
１
８

３
億
６
４
９
万
円
で
、
全
体
収
入

の
妬
・
０
軒
を
占
め
て
い
ま
す
。

前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
る
と

２
億
３
１
０
５
万
円
（
１
．
３
詩
）

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
所
得
税
減
税
の
影
響
で
、
個
人

市
民
税
が
減
少
す
る
一
方
、
法
人

市
民
税
、
固
定
査
産
税
、
特
別
土

地
保
有
税
都
市
計
画
税
な
ど
の

伸
び
が
こ
れ
を
補
う
た
め
で
す
。

市
債
は
、
住
民
税
減
税
補
て
ん

手
賀
沼

浄
化
事
業

財
源
は
県
お
よ
び
手
賀
沼
を
と

り
ま
く
５
市
２
町
の
負
担
金
や
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
賄
わ
れ
、

手
賀
沼
の
水
質
浄
化
の
た
め
の
事

業
に
１
億
３
７
０
２
万
円
（
型
．

４
軒
減
）
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

公
共
下
水

道
事
業

財
源
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
、
市
偉
下
水
道
使
用
料
、

国
庫
支
出
金
な
ど
で
す
。
市
の
下

水
道
建
設
費
に
、
億
８
７
９
０
万

円
、
手
蛮
沼
流
域
下
水
道
事
業
の

建
設
費
と
運
営
費
に
併
せ
て
ｎ
億

５
０
１
０
万
円
、
下
水
道
建
設
に

際
し
て
借
り
入
れ
た
市
債
の
元
利

金
の
支
払
い
に
６
億
４
９
０
０
万

円
な
ど
、
総
額
詔
億
７
５
０
０
万

円
（
８
．
４
許
増
）
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

と限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
配
分

収
入
“
あ
ら
ま
し

般
会
計

俄
竝
億
６
５
０
０
万
円
や
古
利
根

沼
周
辺
の
土
地
取
得
に
伴
う
市
憤

２
億
２
８
９
０
万
円
な
ど
を
含
め

て
、
総
額
で
調
億
４
６
８
０
万
円

（
対
前
年
度
比
鵡
・
２
計
増
）
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

歳
入
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

個
人
・
法
人
市
民
税
や
固
定
査

産
税
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
直

接
納
付
す
る
税
金
の
ほ
か
、
市
た

ば
こ
税
の
間
接
的
な
税
金
も
含
ま

れ
ま
す
。

＊
市
民
税
１
０
７
億
３
２
４
０

万
円

▼特別会計予算

壷
１
８
３
億
６
４
９
万
円

I
②

ワ

歳
入

58"300万円

（＋197％）
老人保健

ゾ

’
国民健康
保険事業

49"5800万円

（＋6.1％）
、

丁税
‐／

’
33"7500万円

（＋8.4％）
公共下水

道事業
I 〃

土地区画
整理事業 多

額
の
蛮
用
を
必
要
と
す
る
事

業
に
対
し
て
市
が
長
期
に
わ
た

っ
て
借
り
入
れ
る
査
金
で
、
将
来

の
収
入
に
よ
っ
て
返
済
し
ま
す
。

＊
固
定
資
産
税
記
憶
３
１
７
９

万
円
＊
都
市
計
画
税
哩
億
９
９
３
３

万
円
＊
市
た
ば
こ
税
３
億
９
０
０
０

万
円
＊
特
別
土
地
保
有
税
１
億
６
６

２
万
円

＊
軽
自
動
車
税
４
６
３
５
万
円

7"9600万円

(+801%) 市
が
法
令
に
基
づ
き
行
う
事
業

に
対
し
て
、
国
か
ら
支
出
き
れ
る

’

‘
尉
蘆
皮
腿
筐

艸
億
８
０
６
３
万
円

別
億
４
６
８
０
万
円

／

1"3702万円(-24.4%)
手賀沼
浄化事業

公共用地
取得事業 0万円（-9.1％）

債
(力 ’

1

ツコ内は前年度比）

財
政
調
達
の
た
め
被
み
立
て
た

基
金
や
自
然
環
境
の
保
全
、
ふ
る

さ
と
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
計
画
推
進

な
ど
、
特
定
の
目
的
を
も
っ
て
種

み
立
て
た
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
る

査
金
で
す
。

査
金
で
、
市
営
住
宅
建
設
事
業
、

ご
み
焼
却
炉
改
造
整
備
事
業
な
ど

の
施
設
整
備
数
を
は
じ
め
、
生
活

保
謹
、
老
人
保
謹
措
踵
、
公
・
私

立
保
育
園
措
謹
な
ど
の
民
生
経
蛮

に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

一
定
の
基
準
に
基
づ
き
行
う
事

業
に
対
し
て
、
県
か
ら
支
出
さ
れ

る
黄
金
で
、
多
く
の
場
合
、
国
庫

支
出
金
と
併
せ
て
使
わ
れ
ま
す
。

８
億
８
７
２
５
万
円

９
億
３
６
１
４
万
円

無
市
俵
学
校
や
公
園
を
は
じ
め
、
道

路
な
ど
を
整
備
す
る
と
き
、
財

源
調
達
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
市

が
国
や
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
る

お
金
の
こ
と

全
国
庫
支
出
金
。
県
支
出
金

市
が
行
っ
て
い
る
特
定
の
事

業
に
対
し
て
、
国
や
県
か
ら
支

払
わ
れ
る
お
金
の
こ
と

革
地
方
譲
与
税

国
に
納
め
ら
れ
た
税
金
の
う

則
政
用
語
苦
伽
知
識

県
支

知

つ

金

て
ま
す

市
営
住
宅
、
自
転
車
駐
車
場
の

使
用
料
、
戸
籍
証
明
を
は
じ
め
、

ご
み
処
理
の
証
明
手
数
料
な
ど
、

ち
、
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
お
金

の
こ
と

拳
繰
入
金

識
み
立
て
て
お
い
た
お
金
を

取
り
く
ず
し
た
り
、
他
の
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
る
お
金
の
こ
と

拳
特
別
会
計

老
人
保
健
や
国
民
健
康
保
険

事
業
を
は
じ
め
、
公
共
下
水
道

事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
等

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
設

け
ら
れ
て
い
る
会
計
の
こ
と

国
税
と
し
て
納
付
さ
れ
た
税
金

の
一
部
が
市
へ
譲
与
さ
れ
る
壷
金

で
、
消
識
税
、
自
動
車
重
遥
税
、

地
方
道
路
税
等
に
つ
い
て
の
談
与

税
が
あ
り
ま
す
。

前
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
収
入

で
節
約
な
ど
に
よ
り
生
じ
る
も

の
で
す
。

是 ～ 、
地
方
譲
与
税
一

４
億
３
７
４
８
万
円

８
億
１
１
０
０
万
円

使
用
料
。
手
数
料

繰
越
金

５
億
円

か 譲
与
税T

、

～へ4 ～
h

一

自
動
車
取
得
税
交
付
金
、
ゴ
ル

フ
場
利
用
税
交
付
金
、
交
通
安
全

対
策
特
別
交
付
金
な
ど
の
収
入
で

す
。

全
国
の
都
道
府
県
・
市
町
村
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
均
衡
を
図
る
た

め
、
各
自
治
体
の
財
政
力
に
応
じ

て
、
国
が
配
分
す
る
交
付
金
で
す
。

預
貯
金
利
子
に
課
税
さ
れ
た
所

得
税
の
一
部
が
、
市
へ
交
付
さ
れ

る
収
入
で
す
。

市
の
条
例
や
規
則
に
基
づ
い
て

収
入
す
る
査
金
で
、
保
育
料
、
老

人
ホ
ー
ム
入
所
者
負
担
金
な
ど
が

含
ま
れ
ま
す
。

足
利
子
割
交
付
金
、

市
の
条
例
や
規
則
に
基
づ
い
て
収

入
さ
れ
る
黄
金
で
す
。

｛
地
方
交
肘
脱
、

４
億
６
０
０
０
万
円

｢～７
億
１
５
５
５
万
円

４
億
７
８
６
６
万
円

議
今
云 臨

今
云市 時 を 開 催

利
子
割
交
付

地
方そ

の
他

分
担
金
・
負
担
金

２
億
円
Ｉ
’

3月27日(水)、第1回市議会臨

時会を開催し、平成8年度「我孫

子市水道事業会計暫定予算案｣は、

可決されました。 ’
～

’
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市
営
住
宅
日
秀
団
地
の
入
居
者

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容
下
表
参
照

▼
入
居
資
格

①
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

②
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
あ
る
方
（
婚
約
者
の
場

合
は
、
入
居
期
限
ま
で
に
婚
姻
し
、

同
居
で
き
る
こ
と
が
確
実
な
方
）

③
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

④
税
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

▼
入
居
賓
格
収
入
基
準
月
所
得

額
３
万
４
５
０
０
円
か
ら
、
万
８

０
０
０
円
ま
で
の
世
帯

▼
募
集
期
間
今
日
か
ら
４
月
奉

日
（
木
）
ま
で

▼
提
出
書
類

①
市
営
住
宅
入
居
申
込
番

②
市
営
住
宅
入
居
調
書
（
①
・
②

は
施
設
建
設
課
・
各
支
所
に
用
意
）

市
営
住
宅
日
秀
団
地
の
入
居
者
募
集

集
期
間
…
今
日
か
ら
４
月
妬
日
（
木
）
ま

rF

③
入
居
予
定
者
全
員
の
住
民
票

（
続
柄
、
本
籍
お
よ
び
筆
頭
者
記

救
の
も
の
）
た
だ
し
、
外
国
人
の

方
は
外
国
人
登
録
済
証
明
書

④
所
得
を
証
明
す
る
書
類
（
義
務

教
育
終
了
後
の
方
は
学
生
を
除
き

全
員
の
分
が
必
要
）
＊
平
成
７

年
分
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定

申
告
書
の
控
え
お
よ
び
平
成
６
年

分
の
所
得
証
明
書
（
平
成
７
年
１

月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
方
は
、

前
住
所
地
で
発
行
し
た
も
の
）

＊
平
成
７
年
１
月
２
日
以
降
に
勤

務
先
が
変
わ
っ
た
方
は
、
変
わ
っ

た
日
か
ら
１
年
間
の
給
与
支
払
い

見
込
書
（
す
で
に
１
年
以
上
経
過

し
て
い
る
場
合
は
、
申
し
込
み
の

前
月
ま
で
の
１
年
間
の
給
与
証
明

書
）
＊
非
課
税
証
明
書
＊
無

轍
調
査
書
（
民
生
委
員
の
証
明
）

＊
年
金
・
恩
給
、
生
活
保
謹
を
受

け
て
い
る
方
は
各
受
給
証
明
書

⑤
賃
貸
借
契
約
書
の
写
し

⑥
健
康
保
険
証
の
写
し
（
入
居
予

定
者
全
員
の
も
、

⑦
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の

写
し
⑧
遠
隔
地
扶
養
者
が
い
る
場
合
は

事
実
を
証
明
す
る
も
の

※
そ
の
他
、
申
し
込
み
の
状
況
に

よ
り
各
種
証
明
書
等
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
入
居
可
能
日
５
月
”
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
施
設
建
設
課
市

営
住
宅
係
壷
（
顕
）
１
１
１
１
内
線

５
２
９
へ

４
月
幻
日
（
日
）
か
ら
５
月
加
日

（
月
）
ま
で
、
地
域
安
全
運
動
が
実

施
き
れ
ま
す
。

行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
家
族

そ
ろ
っ
て
外
出
す
る
機
会
が
多
く
、

開
放
感
な
ど
か
ら
警
戒
心
が
緩
み

が
ち
と
な
り
、
「
カ
ギ
」
の
か
け

忘
れ
か
ら
の
侵
入
盗
や
留
守
家
庭

を
狙
っ
た
空
き
巣
、
屋
外
で
の
乗

り
物
の
盗
難
が
増
加
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
被
害
に
あ
わ
な
い
た

め
に
も
、
家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ

る
み
で
「
カ
ギ
」
か
け
連
動
を

行
い
、
地
域
の
安
全
意
識
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

＊
ド
ア
や
窓
の
カ
ギ
は
、
一
つ
で

侵
入
盗
の
防
止

４
月
刻
日
（
日
）
か
ら
５
月
加
日
（
月
）
ま
で

擢
霊
誹
鐸
湘
卸
率
潅
弛
壁
嶽
悲
回
一
擦
令
に
か
自
転
車
盗
の
防
止

の安
心
せ
ず
に
も
う
一
つ
余
分
に
か

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
留
守
に
す
る
時
に
は
必
ず
戸
締

ま
り
を
確
認
し
、
隣
近
所
に
一
声

か
け
て
、
で
か
け
ま
し
ょ
う
。

＊
防
犯
ベ
ル
を
設
霞
し
ま
し
ょ
う
。

＊
外
を
明
る
く
し
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
。
オ
ー
ト

バ
イ
盗
の
防
止

＊
自
動
車
か
ら
離
れ
る
時
に
は
エ

ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
必
ず
ド
ア

ロ
ヅ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

＊
オ
ー
ト
バ
イ
に
は
ハ
ン
ド
ル
ロ

ッ
ク
を
し
、
チ
ェ
ー
ン
鍵
を
か
け

ま
し
ょ
う
。

＊
車
内
に
は
武
重
品
等
を
証
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
道
路
や
空
き
地
に
長
時
間
の
駐

車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼市営住宅日秀団地募集内容

’
平
成
６
年
の
予
防
接
種
法
改
正

に
伴
い
、
前
年
度
ま
で
各
小
・
中

学
校
で
集
団
接
種
し
て
い
た
日
本

脳
炎
（
小
学
校
４
年
生
・
中
学
校

３
年
生
）
、
風
し
ん
（
中
学
校
２

年
生
）
、
ジ
フ
テ
リ
ア
お
よ
び
破

傷
風
（
小
学
校
６
年
生
｝
が
、
本

＊
自
転
車
に
は
必
ず
カ
ギ
を
か
け

チ
ェ
ー
ン
鍵
等
を
し
ま
し
ょ
う
。

＊
自
転
車
防
犯
登
録
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
（
な
お
、
自
転
車
店

で
は
、
防
犯
登
録
を
５
１
５
円
で

lllom学生の予防擴腫

向誌が変わりきした

６
９

、

＝義務接種から勧奨接種へ 三＝＝＝

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
）

＊
路
上
に
放
錘
せ
ず
、
自
転
車
駐

車
場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
自
転
車
に

よ
る
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
の
で
二
人
乗
り
や
道
路
で
の

競
争
、
飛
び
出
し
に
注
意
し
ま
し

よ
『
フ
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察
署

壷
（
錘
）
０
１
１
０

年
度
か
ら
委
託
医
療
機
関

で
の
個
別
接
種
に
変
更
と

な
り
ま
す
。

対
象
の
児
童
・
生
徒
に

は
、
学
校
か
ら
予
診
票
な

ど
が
配
布
ざ
れ
ま
す
の
で
、

計
画
を
た
て
て
早
め
に
予

防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
接
種
費
用
対
象
年
齢

内
は
無
料

▼
予
防
接
種
委
託
医
療
機

関
下
表
参
照

▼
持
参
す
る
も
の
母
子

健
康
手
帳
、
予
診
票
、
予

防
接
種
依
頼
書
、
印
鑑

※
市
外
ま
た
は
私
立
の
小
．

中
学
校
に
通
学
し
て
い
る

方
は
、
予
診
票
な
ど
を
直

接
学
校
教
育
課
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
学
校
保

健
係
壷
（
顕
）
１
１
５
１

▼個別予防接種委託医療機関

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
課
長
級
以

上
の
異
動
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
カ
ッ
コ
内
は
前
所
属
）

〈
部
長
級
〉
▼
総
務
部
長
（
市

民
部
長
）
新
井
洋
▼
市
民
部
長

（
社
会
教
育
部
長
）
花
島
隆
▼
消

防
長
（
総
務
部
長
）
土
屋
忠
男
▼

社
会
教
育
部
長
（
都
市
建
設
公
社

理
事
長
）
高
田
利
男
▼
都
市
建
設

公
社
理
事
長
（
消
防
長
）
今
井
敬

〈
部
次
長
級
〉
▼
秘
書
室
次
長

兼
広
報
広
聴
課
長
（
広
報
広
聴
課

長
）
飯
合
節
夫
▼
企
画
財
政
部
次

長
兼
財
政
課
長
（
企
画
財
政
部
次

長
兼
企
画
課
長
）
澤
次
男
▼
企
画

財
政
部
参
事
（
成
田
線
複
線
化
推

進
室
長
）
渡
辺
武
▼
総
務
部
次
長

兼
情
報
ゞ
ン
ス
テ
ム
課
長
（
都
市
部

次
長
兼
都
市
計
画
課
長
）
酒
井
隆

次
▼
総
務
部
参
事
兼
管
財
課
長

（
建
築
指
導
課
長
）
鳥
飼
辰
雄
▼

経
済
環
境
部
次
長
兼
農
政
課
長
併

１４月
１
日
付
け
で
市
職
員
の
異
挫
業
委
員
会
事
務
局
長
（
教
育
総

務
部
次
長
兼
総
務
課
長
）
菊
池
辿

紀
▼
建
設
部
次
長
兼
施
設
建
設
課

長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
）

須
藤
昭
二
▼
都
市
部
次
長
兼
公
園

緑
地
課
長
（
建
殿
部
次
長
兼
道
路

課
長
）
若
泉
燕
▼
都
市
部
参
事
兼

都
市
改
造
課
長
（
都
市
改
造
課
長
）

水
内
昭
▼
行
政
改
革
推
進
室
長

（
経
済
環
境
部
次
長
兼
挫
政
課
長
）

豊
嶋
誠
▼
教
育
総
務
部
次
長
兼
総

務
課
長
（
総
務
部
次
長
兼
人
事
課

長
）
鈴
木
光
治

〈
課
長
級
〉
▼
企
画
課
長
（
高

齢
者
福
祉
課
長
）
鈴
木
由
男
▼
成

田
線
複
線
化
推
進
室
長
（
財
政
課

長
）
丹
羽
健
一
▼
収
税
課
長
（
厚

生
課
長
）
大
類
泰
久
▼
人
事
課
長

（
治
水
課
長
）
尾
高
朝
雄
▼
保
健

福
祉
部
付
け
課
長
（
厚
生
課
主
幹
）

石
川
勇
▼
厚
生
課
長
（
市
史
編
さ

ん
室
長
補
佐
）
新
田
茂
人
▼
高
齢

者
福
祉
課
長
（
高
齢
者
福
祉
課
長

＆

補
佐
）
吉
田
克
英
▼
市
民
生
活
課

長
（
鳥
の
博
物
館
長
）
三
門
輝
▼

商
工
観
光
課
長
（
下
水
道
課
長
）

飯
田
孝
司
▼
生
活
環
境
課
長
（
市

民
生
活
課
長
）
根
本
勇
▼
道
路
課

長
（
収
税
課
長
）
関
重
男
▼
下
水

道
課
長
（
管
財
課
長
）
戸
辺
窓
興

▼
治
水
課
長
（
工
率
検
蚕
室
長
）

広
瀬
忠
良
▼
都
市
計
画
課
長
（
施

設
建
設
課
長
）
川
崎
政
彦
▼
建
築

指
導
課
長
（
建
築
指
導
課
主
幹
）

根
本
徳
雄
▼
区
画
整
理
課
主
幹
兼

布
佐
区
画
整
理
事
務
所
長
（
布
佐

区
画
整
理
事
務
所
長
）
中
野
芳
美

▼
行
政
改
革
推
進
室
次
長
（
技
術

監
理
課
長
）
伊
藤
久
▼
同
（
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
次
長
）
齋
藤

吉
弘
▼
経
営
管
理
課
長
（
経
営
管

理
課
長
補
佐
）
岩
井
和
子
▼
消
防

本
部
予
防
課
長
（
東
消
防
署
副
署

長
）
村
松
弘
雄
▼
監
査
委
員
事
務

局
次
長
（
公
園
緑
地
課
長
）
渡
辺

宏
明
▼
選
挙
管
理
委
員
会
率
務
局

次
長
（
商
工
観
光
課
長
）
川
下
醤

次
▼
烏
の
博
物
館
長
（
備
報
シ
ス

テ
ム
課
長
）
和
田
幹
雄

平成8年度｢中世史

講座j受講生を募集

れ
を
一
賀
し
て
支
配
し
て
い
た

相
馬
氏
（
下
総
千
葉
氏
の
一
族
）

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

中
世
史
に
関
心
の
あ
る
方
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
受
識
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
４
月
型
日
（
日
）
か
ら

平
成
９
年
３
月
過
日
（
日
）
ま
で

の
毎
月
第
３
日
曜
日
午
前
、
時

か
ら
正
午

▼
場
所
錘
錆
窪
損
会
会
議
室

▼
講
師
長
沼
友
兄
（
市
史
編

集
委
員
）

▼
テ
キ
ス
ト
市
史
査
料
「
古

代
中
世
稀
Ｉ
」

我
孫
子
市
お
よ
び
周
辺
地
域
▼
定
員
先
着
和
名

の
中
世
の
幕
明
け
は
、
大
治
５
▼
受
講
料
無
料

鐘
翰
土
み
《
卵
や

年
の
相
馬
御
厨
の
成
立
で
は
な
▼
申
し
込
み
．
問
い
合
わ
せ

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
電
話
で
教
育
委
員
会
市
史
綱
ざ

講
座
で
は
、
相
馬
御
厨
と
そ
ん
室
寳
弱
）
１
１
５
１
へ

募集戸数

1種

2 戸

住宅種別

一般住宅

(3K）

家賃月額

1-105号

11,500円

2-202号

14,000円

所在地及び

交通の便

日秀132番地

JR湖北駅から

徒歩15分、湖北
高校裏

新
し
く
行
政
改
革

推
進
室
を
設
置

４
月
１
日
付
け
で
、
市
の
行
今
後
、
行
政
改
革
の
推
進
に
取

政
組
織
の
一
部
が
変
わ
り
、
新
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

し
い
部
と
し
て
、
「
行
政
改
革
▼
場
所
市
役
所
西
別
館
４
階

推
進
室
」
が
設
誼
さ
れ
ま
し
た
。
▼
問
い
合
わ
せ
行
政
改
革
推

行
政
改
革
推
進
室
は
、
室
長
進
室
壷
（
露
）
１
１
１
１
内
線
２

以
下
４
名
の
職
員
を
配
渡
し
、
８
０
ま
た
は
２
８
１

医療機関名

我孫子つくし野病院

竹田内科医院

守尾医院

石田医院

遠藤クリニック

めかるこどもクリニック

井 医院
莊別・

貝

村 山医院

大串小児科医院

小倉外科内科

横田小児科医院

宇治医院

増田医院

岡野内科医院

湖北台診療所

我孫子聖仁会病院

中川小児科医院

佐藤内科医院

星野医院

成広医院

金山医院

長田内科胃腸科

平和台病院

住所

つくし野131

つくし野6-5-1

白山1-18-5

本川1－4－21

本町2-2-1

我孫子539-41

並木8-17-4

青山台3-6-4

柴崎台2-11-23

柴崎台3-19-22

天王台2-16-8

湖北台7-41-101

布佐845-1

布佐2118-2

布佐1-13-6

布佐2195

I北台9-9-10

湖北台9-7-10

Ⅲ北台8-18-24

Ⅲ北台4-6-1

Ⅲ北台4-2-8

I北台3-12-5

I北台1-5-7

電話

(84)2211

(85)0225

(84)6813

(82)7151

(84)0232

(85)5666

(84)5555

(82)5171

(85)1385

(82)0165

(84)4133

(88)0835

(88)2840

(88)7770

(88)8768

(88)3111

(88)1018

(88)0934

(88)2248

(87)4610

(89)4166

(89)3101

(89)1111

実施する予防接種の種類

日本脳炎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

(小・品み）
◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

風しん

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

ジフテリア・
破傷風

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎
－

◎

◎

◎

市
職
員
の
人
事
異
動
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花
が
い
っ
ぱ
い
・
緑
が
い
っ
ぱ
い

４
月
朋
日
（
日
）
。
朗
日
（
祝
）

●
日
時
午
前
旧
時
か
ら
午
後
４
時
（
小
雨
決
行
）

●
場
所
手
賀
沼
公
園
多
目
的
広
場

通信販売の｢竺卿
利用は慎重に

通
信
販
売
は
新
聞
、
雑
誌
、
テ

レ
ビ
等
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
、
折

り
込
み
チ
ラ
シ
、
ダ
イ
レ
ク
ト
〆

Ｉ
ル
に
加
え
、
最
近
は
ダ
イ
ヤ
ル

Ｑ
２
を
利
用
し
た
も
の
な
ど
が
あ

り
、
多
様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

通
信
販
売
は
、
自
宅
に
居
な
が

ら
に
し
て
商
品
が
買
え
る
と
い
う

利
便
性
が
受
け
て
利
用
者
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
反
面
「
代
金
を
支

払
っ
た
の
に
商
品
が
送
ら
れ
て
こ

ず
返
金
も
な
い
」
「
業
者
と
連
絡

が
取
れ
な
く
な
っ
た
」
「
広
告
の

イ
メ
ー
ジ
と
違
う
商
品
だ
っ
た
」

等
の
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
商
品
を
受
け
取
る
前
に

代
金
を
支
払
う
〃
前
払
い
式
″
の

通
信
販
売
に
、
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増

し
て
い
ま
す
。

通
信
販
売
を
利
用
す
る

場
合
の
注
意
点

通
信
販
売
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
返
送
料
や
返
品
可
能
期

間
な
ど
解
約
・
返
金
の
条
件
を
確

今
年
も
恒
例
と
な
っ
た
植
木

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
で
は
、
庭
木
、
草
花
、

肥
料
な
ど
を
低
価
格
で
販
売
す

る
ほ
か
《
子
ど
も
た
ち
に
大
好

評
な
「
ポ
ニ
ー
乗
馬
」
「
い
ち

に
ち
動
物
村
」
「
緑
の
ク
イ
ズ

大
会
」
な
ど
催
し
が
い
っ
ぱ
い
。

春
の
一
日
を
、
ご
家
族
で
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

※
イ
ベ
ン
ト
は
、
天
候
な
ど
に

よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

価
格
や
品
磁
な
ど
の
広
告
内
容

に
つ
い
て
疑
問
が
あ
る
場
合
は
、

申
し
込
む
前
に
問
い
合
わ
せ
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
。

商
品
の
引
き
渡
し
時
期
や
、
返

品
の
可
否
が
広
告
に
記
戦
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
も
チ
ェ
ッ
ク
し
、

商
品
が
送
ら
れ
て
く
る
ま
で
は
広

告
を
処
分
せ
ず
に
、
必
ず
保
管
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

前
払
い
式
通
信
販
売
は

で
き
る
だ
け
避
け
て

代
金
の
前
払
い
は
避
け
、
商
品

を
確
か
め
納
得
し
て
か
ら
代
金
を

支
払
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

代
金
前
払
い
式
の
通
信
販
売
や

入
会
金
の
必
要
な
会
員
制
通
信
販

売
の
場
合
は
、
業
者
が
通
信
販
売

の
業
界
団
体
に
加
盟
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
確
か
め
る
こ
と
も
、
被

害
に
あ
わ
な
い
上
手
な
方
法
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
消

饗
生
活
係
垂
（
理
１
１
１
１
内
線

３
２
９

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ⅱ
イ
ベ
ン
ト
Ⅱ

◎
塑
日
（
日
）

争
第
扣
回
花
謹
コ
ン
ク
ｉ
ル
。
第

８
回
花
壊
設
計
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
（
午
前
、
時
か
ら
）

季
園
芸
用
は
さ
み
研
ぎ
（
午
前
、

時
か
ら
）
１
人
１
丁
で
１
５
０
名

ま
で
。
大
４
０
０
円
、
小
２
０
０

円
（
収
益
金
は
緑
の
基
金
に
寄
付
）

糸
い
ち
に
ち
動
物
村
。
ポ
ニ
ー
乗

馬
（
午
前
ｎ
時
か
ら
午
後
４
時
．

途
中
１
時
間
程
度
休
憩
あ
り
、
雨

天
中
止
）
、
無
料
、
ポ
ニ
ー
乗
馬

は
、
３
歳
か
ら
８
歳
ま
で
の
チ
ビ

ッ
子
２
０
０
名
ま
で
。

桑
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
（
午

後
１
時
か
ら
）
１
回
釦
円

市
で
は
、
各
家
庭
に
お
け
る
衛

生
の
向
上
や
、
手
黄
沼
の
水
愛
浄

化
の
た
め
に
下
水
道
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

工
事
の
完
了
に
伴
い
、
次
の
区

争
緑
の
ク
イ
ズ
大
会
（
午
後
２
時

か
ら
）

◎
調
日
（
祝
）

品
我
孫
子
第
四
小
学
校
器
楽
部
演

奏
（
午
前
、
時
か
ら
）

争
金
魚
す
く
い
（
午
後
１
時
か
ら
）

１
回
即
円

争
チ
ビ
ッ
コ
も
ち
つ
き
大
会
（
午

後
１
時
釦
分
か
ら
）

品
緑
の
ク
イ
ズ
大
会
（
午
後
２
時

釦
分
か
ら
）

◎
郡
日
（
日
）
。
”
日
（
祝
）

冬
花
の
無
料
配
布
（
午
前
、
時
釦

分
か
ら
）
両
日
と
も
先
着
２
０
０

０
名

孝
園
芸
相
談
（
随
時
）

争
第
加
回
花
魂
コ
ン
ク
ｉ
ル
参
加

作
品
（
写
真
）
展
示

品
緑
の
基
金
募
金
活
動

象
庭
木
。
草
花
。
肥
料
の
即
売
会

▼
問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課
緑

化
推
進
係
壷
（
妬
）
１
１
１
１

下
水
道
処
理
区
域
が
広
が
り
ま
し
た

接
続
工
事
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す

域
が
下
水
道
処
理
区
域
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
区
域
内
に
お
住
ま
い

の
方
は
、
早
め
に
接
続
工
事
を
行

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
新
た
に
対
象
と
な
る
区
域
つ

く
し
野
１
丁
目
、
我
孫
子
字
西
原
、

並
木
７
．
８
．
９
丁
目
、
栄
６
．

７
．
８
番
、
天
王
台
４
丁
目
、
布

佐
宇
浅
間
谷
の
い
ず
れ
も
一
部
、

青
山
区
画
整
理
区
域
の
全
域

※
な
お
、
次
の
区
域
に
つ
い
て
は
、

1

&

平
成
８
年
度
中
に
処
理
区
域
に
な

る
予
定
で
す
。

▼
本
年
度
中
に
処
理
区
域
に
な
る

予
定
の
区
域
白
山
２
丁
目
、
つ

く
し
野
２
．
４
丁
目
、
並
木
６
丁

目
、
柴
崎
台
２
．
３
丁
目
、
青
山
、

新
木
駅
南
側
土
地
区
画
整
理
区
域
、

浅
間
前
新
田
字
中
曽
根
の
い
ず
れ

も
一
部

◎
接
続
エ
事
に
は
無
利
子
の
貸
付

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
で
は
、
公
共
下
水
道
へ
の
切

り
替
え
工
事
に
対
し
、
無
利
子
の

貸
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
亀
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
貸
付
限
度
額
・
償
還
期
間
＊

浄
化
槽
か
ら
の
切
り
替
え
（
１
槽
）

．
：
加
万
円
・
“
か
月
＊
汲
み
取

り
式
便
所
か
ら
の
切
り
替
え
（
１

槽
）
…
如
万
円
・
釦
か
月

▼
問
い
合
わ
せ
下
水
道
課
管
理

係
云
（
理
１
１
１
１
内
線
５
３
５

林
の
中
で
よ
く
見
か
け
る
木
の

一
つ
に
ヒ
サ
カ
キ
が
あ
り
ま
す
。

あ 、
』

い
Ｏ
Ｌ
ア
し／－， ､一、１

１
1m

’

屡
陸
上
の
動
物
で
最
大
の
目
を
持

つ
ダ
チ
ョ
ウ

癌＝
q鳥の博物館第20回歪画雇
烏の感覚器官I

】 ヒ
サ
カ
キ
は
三
月
頃
、
臭
気
の

あ
る
白
い
花
を
枝
に
び
っ
し
り
付

け
ま
す
。
花
に
は
雄
花
雌
花
、

両
性
花
の
別
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

付
く
株
が
違
う
よ
う
で
す
。

秋
に
な
る
と
果
実
が
黒
紫
色
に

熟
し
、
メ
ジ
ロ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ツ

グ
ミ
な
ど
が
好
ん
で
食
べ
ま
す
。

烏
の
蕊
に
混
じ
っ
て
運
ば
れ
た
極

鳥の目電整琵き’上キ 1

4月28日（日）から開催します
b

子
が
発
芽
す
る
と
分
布
が
広
が

り
ま
す
。
果
実
は
青
イ
ン
ク
色

の
果
汁
を
含
む
の
で
、
こ
れ
を

染
料
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
葉
を
焼
い
て
で
き
た

灰
は
ア
ル
ミ
の
成
分
を
含
む
の

で
、
染
色
の
際
の
媒
染
剤
に
な

り
ま
す
。

ヒ
サ
カ
キ
の
語
源
は
「
姫
サ

カ
キ
」
で
、
サ
カ
キ
よ
り
葉
が

小
さ
い
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
付

い
た
よ
う
で
す
。
サ
カ
キ
の
少

な
い
地
方
で
は
、
こ
れ
を
サ
カ

そ
な

キ
と
呼
ん
で
神
棚
に
供
え
ま
す
。

サ
カ
キ
は
神
事
に
使
う
こ
と

か
ら
、
「
神
」
と
「
木
」
を
合

わ
せ
て
「
榊
」
と
書
き
ま
す
が
、

こ
れ
は
日
本
で
作
ら
れ
た
字
で

す
。（

文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

、

鳥
の
博
物
館
第
加
回
企
画
展
は
、

鳥
の
目
の
し
く
み
と
は
た
ら
き
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

空
中
か
ら
獲
物
を
追
う
ワ
シ
や

タ
カ
な
ど
肉
食
の
鳥
は
、
人
の
数

倍
の
視
力
を
持
つ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
敵
か
ら
身
を
守
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
ヤ
マ
シ
ギ
は
、

３
６
０
度
近
い
視
野
を
持
つ
な
ど
、

烏
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
に
適
し
た

視
覚
を
発
達
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
鳥
の
目

は
く

の
色
や
構
造
を
剥
製
や
ジ
オ
ラ
マ
、

パ
ネ
ル
で
解
説
す
る
ほ
か
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
、
視
野
の
異
な

る
典
型
的
な
４
種
類
の
鳥
と
ヒ
ト

と
の
視
界
の
ち
が
い
を
、
画
面
で

わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

見
る
こ
と
の
頂
点
を
極
め
た
鳥

の
視
覚
の
世
界
を
尋
の
ぞ
い
て
み

ま
せ
ん
か
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
に
、
ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
期
間
４
月
詔
日
（
且
か

ら
、
月
聖
日
（
木
）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
鳥
の
博
物
館
毒

（
配
）
２
２
１
２

I 』

ノ
－

－

馴鋼溺僅罰侭恵つ②
日時：4月28日(日)午前10時から午後3時

(雨天の場合は29日に順延）
場所：布佐駅東口駅前通り

野
山
に
若
い
緑
が
あ
ふ
れ
る
季
▼
場
所
布
佐
駅
東
口
駅
前
通

節
。
今
年
も
布
佐
新
緑
ま
つ
り
が
り

開
催
さ
れ
ま
す
。
〈
イ
ベ
ン
ト
〉
＊
花
の
プ
レ

会
場
で
は
、
金
魚
す
く
い
、
花
ゼ
ン
ト
・
・
・
午
前
ｎ
時
・
午
後
２

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
、
子
ど
も
か
時
釦
分
＊
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
卜
＊
お
楽
し
み
抽
選
会

が
確
り
だ
く
さ
ん
。
〈
献
血
コ
ー
ナ
ー
〉

す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
▼
日
時
４
月
犯
日
官
）
午
前

る
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
、
時
か
ら
ｎ
時
妬
分
、
午
後
１

の
で
、
ご
家
族
、
お
友
だ
ち
同
士
時
か
ら
３
時
鋤
分
（
雨
天
決
行
）

で
、
ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。
▼
場
所
同
ま
つ
り
会
場
内

▼
日
時
４
月
詔
日
（
且
午
前
、
園
問
い
合
わ
せ
布
佐
新
緑
ま

時
か
ら
午
後
３
時
（
雨
天
の
場
合
つ
り
実
行
委
員
長
浅
海
壷
（
聖

は
調
日
に
順
延
）
１
０
０
５

在
宅
介
護
フ
エ
ア
ー
を
開
催

自
宅
で
暮
ら
す
た
め
の
工
夫
を
紹
介
し
ま
す

自
宅
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
方
▼
内
容
シ
ー
ツ
交
換
・
渡
間
蒲

が
、
心
地
よ
く
生
活
す
る
た
め
着
脱
・
と
こ
ず
れ
の
予
防
と
処
置

の
工
夫
や
器
具
を
紹
介
し
ま
す
。
の
紹
介
、
ト
イ
レ
・
入
浴
用
具
の

ま
た
当
日
は
、
特
別
養
謹
老
展
示
、
介
謹
方
法
の
識
蕊
、
血
圧

人
ホ
ー
ム
「
和
楽
園
」
の
職
員
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

が
、
在
宅
介
謹
に
つ
い
て
の
相
▼
参
加
費
無
料

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ
在
宅
介
睡
支
援

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
セ
ン
タ
ー
わ
ら
く
垂
（
配
）
６
２
６

▼
日
時
。
場
所
下
表
参
照
１

’

▼在宅介護フェアー日程

開催日時

4月21EI（日）
午前10時から午後3時

7月M日(日）
午前10時から午後3時

10月20日(日）
午前10時30分から午後3時

平成9年2月16日（日）
午前10時から午後3.時

場所

布佐南近隣センター

湖北地区公民館

市民プラザ

税孫子郵便局
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みすず

美鈴ちゃん
(天王台･1歳）

たかあい

鷹合
垂練習日初心者…毎週日曜日午

前g時から11時、経験者･･･語週火

木曜日午後8時から9時30分

し場所中央公民館、仮設青年館

修対象小学校1年生以上

し会費年額1万円（入会金1000

円）

し申し込み・問い合わせ電話で
ふ上し01

藤盛a(83)0698/X

似日時4月21日(日)午前11時

し内容里神楽･･古戸はやし連中

(美狐帛り、獅子舞い)､交流パー
テイー

レ参加費無料（交流会は500円）

し場所・問い合わせ天王台北近

隣センター壷(82)9988

皿
「
皿
「

II

や
が
ち

’
｜

’
ささきよしひろ、

佐々木善浩〈ん
（湖北台･1歳2か月） 伝日時・場所5月12日(日)午前

L

8時30分受付、中央公民館

し競技方法AからEのクラス別し日時5月9日(木)午後1時か

スイス方式ら3時30分（以降、木曜または金

し参加資格市内在住・在勤・在曜日に開催・全5回)､参加無料

学者し場所県立柏の葉公園体育館少日時・場所5月20日(月)午後

し参加費2000円（昼食代含む）し定員先着15名6時30分から8時30分、松戸市勤

シ問い合わせ山口盆(88)1418シ申し込み・問い合わせ電話で労会館（JR松戸駅下車）

柏保健所保健指導課冠(67)1255へ隈対象20歳以上39歳までの日本

圓回回国 国籍を持つ心身ともに健康な男女

し派遣期間2年間

惨日時5月11日(土)午後2時か伝問い合わせ県青少年女性課育

傷内容・受講料＊一太郎・エクら12日(日)午後2時（1泊2日）成班a043(223)2396

セル初級編…2万円、＊エクセル少場所県立流山青年の家

中級編…1万5000円、＊工クセル’対象・定員高校生以上の方．

ビジネス編…2万8000円、＊ウイ先着40名伝日時・場所4月21日(日)午後

ントミウズ3．1…2300円、＊ウイ仁参加費3000円1時30分から4時、松戸市民会館

ンドウズ95..4600円、＊パソコン※申し込み方法等、詳しくは県立（JR松戸駅下車)､参加無料

通信･･･1万2300円流山青年の家公(59)2004へ桜問い合わせ干葉肝臓友の会事

’

Enjoy手賀沼／
来て見てさわって水･烏･草

国回国国
務局中野合0474(69)3222◎5月3日(祝)から6日(体)まで、

⑬⑤⑨囹圏
いい風にめぐりあえる5月の手一太郎・エクセル初級編の集中講

賀沼｡ご家族でおでかけください。座を開設します。
れ､。

伝曰時5月3日(祝)午前8時30歩日時5月11日(土)午前9時30シ申し込み・問い合わせ休館日 ▼山下玲様（新木野）から心身障

分（雨天の場合は4日に順延）分（小雨決行)､参加無料（市民カレンダー参照）を除く毎傍日程7月19日(金）害者福祉作業所みずきにと10万円、

陰場所市民体育館し場所手賀沼親水広場日、午前10時から午後7時までに似場所流山市南流山センター手をつなぐ親の会にと20万円の雪

｜伝種目一般男・女、壮年男子45シ内容遊歩道クイズでハイキン直接市民プラザ盆(83)2111へ（JR武蔵野線南流山駅下車）付がありました。

歳・60歳以上、壮年女子45歳以上グ、さわやかミニコンサート、と

し競技方法ダブルス（国際ルーん汁サービス、地場野菜の即売他

医願害配布期間・場所4月15日や湖北台団地自治会様から手をつ

(月)から5月17日(金)、柏保健所なぐ親の会にと5万円の寄付ガあ

【

ﾙによる7回ゲｰﾑ）少持参おわん､巻おにぎり等し曰時5月18日から10月19日まし出願受付5月20日(月)から22りました。
9

’し参加資格高校生以上の市内在シ問い合わせ（社)我孫子青年会での毎月第3土曜日午前10時30分日(水）

｜住者 議所鈴木a(88)1841から午後1時（8月は除く）シ出願先・問い合わせ柏保健所

鰯

検墨は手賀沼公園内大会本部）社会福祉協議会壷(84)1539へ

伝対象どなだでも参加できます

伝曰時5月14日(火)午前g時受伝審査方法大人の部と少年の部

付、9時30分試合開始（中学生以下）に分けて審査し曰時5月g日から7月18日ま

ぃ場所市民体育館杉参加費300円（少年の部100での毎週木曜日午前10時から正午

区種目ランク別シングルス（A円）し場所天王台北近隣センター他

からD）伝問い合わせ杉本盃(82)2001伝定員先着30名（参加無料）

少参加費1人500円 惨内容ボランティア入門講演会、

少申し込み・問い合わせ現金書

留で住所、氏名、電話番号、団体
ボランティア体験ほか

惨日時・場所5月11日(土)午前伝申し込み・問い合わせ電話で

名、ランクを明記し、4月23日10時から午後4時、同商店街周辺ボランティアセンター壷(85)5233

(火・必着）までに天王台2の8（雨天の場合は12日に順延）へ

の15桑江芳子壱(84)5559へし内容フリーバザール、ビンゴ

’大会ほか

し日程9月10日(火)から19日

(木)まで(9泊10日）

惨派遣先中華人民共和国

歩対象・定員昭和41年4月1日

から50年9月10日までに生まれだ

方、300名

し参加費6万円

※詳しくは、県教育庁社会教育課

青少年教育係公043(223)4070へ

’

し日時4月27日(土)から29日

職

倖場所市民プラザ（入場無料）1時30分、市民プラザ

し問い合わせ阿部壷(82)8556伝内容講演、交流会 |I Z8⑧
彦少練習日・場所毎週金曜日午前

10時から正午､根戸近隣センター10
（場所が確保された場合に限る）‘

し会費月額2500円入会金1000円I

し申し込み・問い合わせ電話で

北岡盆(84)6812へ
30火

惨問い合わせ内村盆(82)0871ンドシツプ細谷盆(87)6359へ

我孫子剣道連盟会員溌難ｵー プﾝ記念祭

'''
’

磁気カードへの切り替えを

日曜日にも行います
印鑑登録証の磁気カードへの切

り替え、及び発行を日曜日にも行

います。平日に手続きができない

方は、この機会を利用し、お早め

に手続きしてください。

し日時4月21日(日)午前9時か

ら午後5時

傍場所市役所本庁1階市民課

惨問い合わせ市民課云(85)1111

内線317

二主…啓一唖

県知事杯争奪囲碁大会

運動不足の方のための
らくら＜，ｳｫー ｷﾝク講座生

平成8年4月1日現在＊世帯数43,035世帯

人口124,892人男62,453人女62,439人

●市役所本庁85-1111⑦市民図書館本館84-1110湖北台
○つくし野支所84-8801分館87-3055布佐分館89-1311
○湖北台支所88-0828移動画霊館87-0909
･湖北支所88-2111Q身体障害者福祉センター88-0141

●布佐支所89-2358●あらき園88-4188

●教育委員会85-1151●つつじ荘88-0123
●水道局84-0111○西部福祉センター85-5818
●消防署84-0119⑦生活環境課(浄化槽）87-2379

②少年センター84-1900（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547
O保健センター87-1131e近隣センター布佐南89-3740
、市民会館84-3311天王台北82-9988根戸83-5363
0公民館中央82-0515新木88-2010
湖北地区88-4433④市民センター寿83－7722

，鳥の博物館85-2212湖北台88-9927布佐本館89-1193
○市民体育館87-1155布佐ステーションホール89-5800
e都市改造事務所85-1171e市民ブラザ83-2111

青年海外協力隊襲鱸

|蟇祷誓ｲ毒参加者市民ブラザパソコン教室
PCカレッジ第6期生

Il曼I|生肝炎
医療相談会
気功講習会

ｿﾌﾄﾃﾆｽ我孫子選手権大会
(県民大会一次予選）

平成8年度調理師試験

中高年男性のための
料理教室参加者

日曜当番医･1週間の行事

テレホンサービスa(85)1313
第25回獅子祁臘つり絵

1(6火

17水

18木

19金

20土

Z1e

22月

23火

24水

25木

2⑰金

27土

匡鈩法律相談＝市民相談室9:30～15:30(電話で予約受付）
”つつじ荘・西部福祉センター休館

”消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

｡法律相談＝市民相談室9:30～15:30(電話で予約受付）
函市民ブラザ休館、

”税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）
画･消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

壷市役所閉庁(－部の施設は除く）

”外国人相談＝市民プラザ13:30～15:30
可少年の日

〃日曜当番民＝テレホンサービス

面休日救急歯科診騒日=休日叙急歯科診痩所(市民会館内)9:冊~11:30
”結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

画家庭の日

‘毒消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

画心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00
画市民会館・市民図醤館・烏の博物館休館
虚つつじ荘・西部福祉センター休館

毎法律相談＝市民相談室9:30～15:30(電話で予約受付）

画消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

画人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00
＝水道料金納入期限＝口座振琶日

軍消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

唾市役所閉庁(一部の施設は除く）

1

20⑤
唖休日当番医＝テレホンサービス

"休日熟慮歯科診畷日=休日救急歯科診療所(市民会館内)9:側~11:30
虚市民閲塞館・市民体育館休館

‘蔵つつじ荘・西部福祉センター休館

画日曜当番医＝テレホンサービス

野休日叙急歯科診畷日=休日叙急歯科診磯所(而民会館内)9:冊~11:30

瞳罰･国民年金保険料納期限＝口座振替日

壷市民会館・市民図醤館・鳥の博物館休館
瞳河つつじ荘・西部福祉センター休館

●

■

家庭婦人卓球大会
いきいきﾗﾝﾃｨ澱室生

柵子繩日離緬月祭り

さわやかハートちば
クルーズセミナー参加者

第16回民謡‘民舞 賞会

我孫子市手工芸連盟グループ展
バンフラワー展(花と器と人形） 英語による国際交流講演芸一

『外国人の見た~白禾］

SB体操会員

我孫子市舞踊連盟
華里会発表会


